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遊
休
農
地

の
発
生
防
止・

解
消
、
担
い

手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集

約
化
な
ど
、

農
地
利
用
の
最
適
化
等
が
課
せ
ら
れ
た
最

も
重
要
な
任
務
と
さ
れ
る
中
で
、
何
を
ど

う
す
る
の
か
模
索
し
な
が
ら
の
三
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
の
農
業
と
農
地
を
巡
る
状
況
は
、

農
地
の
荒
廃
、
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害

な
ど
深
刻
な
問
題
・
課
題
は
共
通
し
て
い

て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
実
情
は
様
々

で
す
。
現
場
に
足
を
運
び
、
見
て
、
意
見

を
聞
い
て
考
え
る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
と

考
え
、
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
連
携
し

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
課
題
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
は
地
域
の

中
で
着
実
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地
を
こ
れ

以
上
減
ら
さ
ず
有
効
活
用
を
進
め
る
た
め

に
、
認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
た
担
い
手

に
集
約
し
効
率
的
な
経
営
の
確
立
を
推
進

す
る
と
共
に
、
特
に
中
山
間
地
に
多
い
、

担
い
手
に
集
約
し
き
れ
な
い
農
地
に
つ
い

て
考
え
る
と
き
、
小
規
模
農
家
、
兼
業
農

家
、
半
農
半
Ｘ
な
ど
多
様
な
農
業
の
担
い

手
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
に
付
随
す
る
水
路
や
農
道

を
大
規
模
農
家
だ
け
で
維
持
管
理
す
る
の

は
困
難
で
す
。
集
落
あ
る
い
は
集
落
を
超

え
た
地
域
で
の
話
し
合
い
を
一
層
深
化
さ

せ
、
地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
方
策
を
見

い
出
し
て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
農
業
委
員
会
は
そ
の
推
進
役
を
担

う
組
織
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
豊
岡
市
の
農
業
と
農
業
者

の
皆
様
が
よ
り
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す

る
と
共
に
、
地
域
で
活
躍
す
る
委
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
し
ま
す
。

　

農
地
の
利

用
集
積
の
推

進
、
遊
休
農

地
の
解
消
、

担
い
手
の
育

成
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
支
援
、
農
政

に
対
す
る
意
見
書
提
出
、
農
業
者
年
金
の

加
入
促
進
、
食
農
教
育
の
推
進
等
、
多
様

な
業
務
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
は
委
員
各

位
の
ご
尽
力
に
よ
り
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
権
利
移
転
や
農
地
転
用

な
ど
に
つ
い
て
も
現
地
調
査
を
行
い
、
法

に
基
づ
き
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

豊
岡
市
は
、
安
全
、
安
心
で
お
い
し
い

食
料
の
生
産
を
目
指
し
、
環
境
と
経
済
が

共
鳴
す
る
農
業
を
推
進
し
、
健
全
な
農
地

を
維
持
、
保
全
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
農
業
や
農
地
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。「
ぽ
つ
ん
と
一
軒
家
」
の
よ
う
な
状

況
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
農
業
委

員
会
の
果
た
す
役
割
は
、
な
お
一
層
大
き

く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
三
年
間

委
員
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、

職
責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

会
長
職
務

代
理
者
兼
農

地
利
用
最
適

化
推
進
委
員

長
の
大
役
を

受
け
早
や
三

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
ま
す
。

　

当
初
、
推
進
委
員
の
仕
事
は
明
確
に

な
っ
て
い
た
が
、
地
域
ご
と
の
状
況
が
異

な
る
こ
と
、
引
継
ぎ
方
法
も
様
々
で
、
各

推
進
委
員
が
困
惑
す
る
こ
と
も
あ
り
、
委

員
長
と
し
て
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
初
め
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

は
、
農
家
の
方
々
に
顔
を
覚
え
て
頂
く
た

め
、
農
会
長
会
議
等
、
地
域
の
会
議
に
積

極
的
に
出
席
し
、
農
業
委
員
会
活
動
の
紹

介
と
同
時
に
、
農
地
の
こ
と
な
ら
何
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
委
員
会
に
と
心
が
け
、

活
動
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。　

地
域
の
話
し
合
い
の
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会

森　
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豊
岡
市
農
業
委
員
会
会
長

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
の
下
、
農
業
委
員
と
新
設
さ
れ
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
こ
の
三
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
の
下
、
農
業
委
員
と
新
設
さ
れ
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
こ
の
三
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

農
地
の
適
正
な
維
持
管
理
に
向
け
て

大　

原　
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幸

会
長
職
務
代
理
者
兼
農
地
対
策
委
員
長

農
地
利
用
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最
適
化
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向
け
て

村　
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会
長
職
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農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
長

研修会の様子
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農業資材の総合卸
種 苗 、 農 薬 、 肥 料
ビ ニ ー ル ハ ウ ス
そ の 他 農 園 芸 資 材

株式会社
人と土と命をはぐくむ企業
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ユー・エス・メイト

豊岡市農業委員会の女性農業委員が出品した
レシピ「大根餃子」が全国第2位に輝きました！

　

さ
ら
に
、
推
進
委
員
と
農
業
委
員
と
が

「
集
落
等
営
農
意
向
調
査
」
を
実
施
し
、

「
守
る
べ
き
農
地
の
範
囲
」
、「
地
域
の

農
地
の
現
状
と
課
題
」
等
を
調
査
票
に
基

づ
き
、
農
会
長
等
に
お
聞
き
し
、
結
果
を

基
本
情
報
と
し
て
ま
と
め
、
次
期
へ
の
引

継
ぎ
資
料
と
し
て
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、「
農
業
委
員

会
っ
て
何
を
行
っ
て
い
る
の
？
」、「
必
要

な
い
の
で
は
？
」、
な
ど
の
話
を
聞
く
と
、

ま
だ
ま
だ
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
、
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
三
年
間
を
振
り
返
り
、
委
員

の
皆
様
と
一
緒
に
活
動
で
き
た
事
と
、
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

三
年
間
の

活
動
を
通
じ

て
、
感
じ
た

こ
と
は
、
今

後
、
今
ま
で

以
上
に
遊
休

農
地
の
増
加
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

　

以
前
は
、
隣
接
す
る
農
家
の
方
に
耕
作

を
依
頼
す
れ
ば
、
引
き
受
け
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
高
齢
化
や
作

業
環
境
を
理
由
に
、
引
き
受
け
手
が
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。

　

担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
に
つ
い
て
も
、

ま
と
ま
っ
た
面
積
、
水
利
の
利
便
性
の
確

保
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
集
落
内
で
の
中
心
的
農
家
、
農

会
、
地
区
役
員
等
の
関
係
者
で
、
「
ど
の

よ
う
に
し
て
農
地
を
守
っ
て
い
く
の
か
」

を
話
し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
、
担
い
手
、
新
規
参
入
者
の
た
め

の
面
積
確
保
、
規
模
拡
大
へ
と
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　豊岡市農業委員会の女性農業委員３名（加悦富美恵・
原清美・高尾利美委員）が「葉も皮も捨てるとこなし！
ヘルシー大根餃子」を令和元年度全国農業委員会女性協
議会ベストレシピグランプリに兵庫県代表として出品し、
標記の成績を収めました。
　このレシピは、農業委員会の活動の一環として行って
いる食農教育の中で、市内の認定こども園で作られたメ
ニューです。
　興味をお持ちの方は、インターネットで「葉も皮も捨
てるとこなし！ヘルシー大根餃子」でご検索ください。

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
の
下
、
農
業
委
員
と
新
設
さ
れ
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
こ
の
三
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
管
理
を

井　

上　
　
　

孝

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

委員の活動により耕作再開された農地


